
平
成
二
十
二
年
八
月
二
日
提
出

質

問

第

一

二

号

京
成
電
鉄
成
田
空
港
線
運
賃
認
可
及
び
北
総
線
運
賃
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

穀

田

恵

二

12



京
成
電
鉄
成
田
空
港
線
運
賃
認
可
及
び
北
総
線
運
賃
に
関
す
る
質
問
主
意
書

都
心
と
成
田
空
港
を
結
ぶ
新
た
な
空
港
ア
ク
セ
ス
と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
七
月
、
京
成
電
鉄
成
田
新
高
速
線
（
京
成
上
野
〜

成
田
空
港
）
の
一
部
と
な
る
成
田
空
港
線
（
以
下
空
港
線
）
が
開
業
し
た
。
空
港
線
の
全
線
五
一
・
四
ｋ
ｍ
の
う
ち
、
京
成
高

砂
〜
印
旛
日
本
医
大
間
三
二
・
三
ｋ
ｍ
は
、
既
に
北
総
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
北
総
鉄
道
）
が
運
行
し
て
い
る
北
総
線
の
線
路

を
使
用
す
る
。

北
総
線
の
運
賃
は
日
本
一
高
い
と
言
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
沿
線
住
民
と
自
治
体
が
運
賃
の
値
下
げ
を
求
め
て
き
た
が
、
北

総
鉄
道
は
巨
額
の
建
設
費
償
還
等
を
理
由
に
拒
否
し
続
け
て
き
た
。
住
民
は
、
成
田
新
高
速
線
開
業
に
よ
り
北
総
線
区
間
の
利

用
者
が
大
幅
に
増
え
、
京
成
本
線
並
み
に
運
賃
が
下
が
る
と
期
待
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
京
成
電
鉄
株
式
会
社

（
以
下
京
成
電
鉄
）
が
申
請
し
た
運
賃
は
、
北
総
線
区
間
に
つ
い
て
北
総
線
の
高
運
賃
に
そ
ろ
え
る
と
い
う
不
当
な
も
の
で

あ
っ
た
。
一
月
末
に
開
催
さ
れ
た
運
輸
審
議
会
公
聴
会
で
は
、
一
般
公
述
人
二
八
人
の
う
ち
三
分
の
二
を
超
え
る
一
九
人
が
反

対
意
見
を
述
べ
、
申
請
運
賃
の
問
題
点
が
多
岐
に
わ
た
り
指
摘
さ
れ
た
。
審
議
会
は
更
な
る
慎
重
審
議
が
求
め
ら
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
二
月
一
八
日
に
申
請
通
り
の
運
賃
認
可
を
答
申
し
、
翌
一
九
日
に
は
大
臣
認
可
に
至
っ
た
。

北
総
線
の
沿
線
住
民
は
、
成
田
新
高
速
線
が
開
業
し
て
も
、
高
運
賃
の
大
幅
値
下
げ
が
実
現
し
な
い
ば
か
り
か
、
か
え
っ
て

一



京
成
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー
や
特
急
の
通
過
待
ち
時
間
が
増
え
不
便
に
な
っ
て
い
る
。

北
総
線
の
高
運
賃
問
題
な
ら
び
に
極
め
て
不
合
理
な
空
港
線
の
運
賃
認
可
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

�

北
総
線
の
高
運
賃
に
つ
い
て

北
総
線
は
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
都
心
を
結
ぶ
唯
一
の
鉄
道
と
し
て
建
設
さ
れ
、
沿
線
住
民
に
と
っ
て
生
活
上
な
く
て
は

な
ら
な
い
鉄
道
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
運
賃
は
、
Ｊ
Ｒ
、
首
都
圏
の
主
要
民
間
鉄
道
と
比
較
し
て
普
通
運
賃
も
通
勤
定
期

も
二
〜
三
倍
、
通
学
定
期
で
は
四
〜
五
倍
も
高
く
、
住
民
に
多
大
な
負
担
を
強
い
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
に
「
北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
を
実
現
す
る
会
」
が
一
〇
万
七
千
余
の
署
名
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
た

際
、
大
臣
は
「
運
賃
が
他
の
鉄
道
と
く
ら
べ
て
高
い
こ
と
は
聞
い
て
い
る
し
、
皆
さ
ん
の
不
満
は
も
っ
と
も
だ
。
運
賃
は
透

明
・
公
正
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
も
、
衆
議
院
総
務
委
員
会
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
が
、

北
総
線
の
運
賃
が
「
異
常
な
高
さ
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
「
い
つ
ま
で
も
こ
の
よ
う
な
料
金
格
差
が
あ
っ
て
い
い
と
は
思

い
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
（
二
〇
〇
九
年
三
月
一
三
日
）

�

今
回
、
国
土
交
通
省
が
運
輸
審
議
会
に
提
出
し
た
資
料
か
ら
も
、
北
総
線
運
賃
が
、
京
成
本
線
や
Ｊ
Ｒ
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
な
ど
都
心
と
近
郊
を
結
ぶ
路
線
の
中
で
最
も
高
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
北
総
線
運
賃
が
都
市
高
速
鉄
道
と

二



し
て
極
め
て
高
い
と
認
識
し
て
い
る
か
。

�

北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
が
、
沿
線
住
民
の
切
実
な
要
求
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

�

国
は
、
今
後
、
北
総
線
の
高
運
賃
是
正
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
の
か
。

�

空
港
線
の
運
賃
認
可
に
つ
い
て

成
田
新
高
速
線
の
開
業
に
よ
り
北
総
線
区
間
の
列
車
運
行
本
数
な
ら
び
に
利
用
者
が
増
加
す
る
た
め
、
こ
の
区
間
の
運
賃

は
現
在
の
北
総
線
運
賃
よ
り
下
が
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
認
可
さ
れ
た
空
港
線
の
上
限
運
賃
は
、
北
総
線
運
賃

と
同
額
で
、
利
用
者
利
益
に
著
し
く
反
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
政
府
は
「
利
用
者
の
利
益
を
保
護
す
る
」
と
い
う

鉄
道
事
業
法
の
目
的
に
反
し
、
不
適
正
・
不
合
理
な
運
賃
を
認
可
し
た
の
か
。
以
下
、
質
問
す
る
。

（
�
）

近
距
離
区
間
が
極
め
て
高
い
運
賃
設
定
に
つ
い
て

京
成
本
線
は
、
多
く
の
主
要
民
間
鉄
道
と
同
様
に
、
乗
車
距
離
に
ほ
ぼ
比
例
し
て
運
賃
が
階
段
状
に
上
昇
す
る
運

賃
体
系
を
と
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
京
成
電
鉄
が
運
行
す
る
空
港
線
の
運
賃
体
系
は
、
近
距
離
区
間
の
運
賃

上
昇
が
極
端
に
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
空
港
線
の
上
限
運
賃
を
等
距
離
の
京
成
本
線
運
賃
と
比
較
す
る
と
、
北
総
線

区
間
の
京
成
高
砂
〜
新
鎌
ヶ
谷
ま
で
は
一
二
・
七
ｋ
ｍ
で
五
七
〇
円
と
本
線
運
賃
二
五
〇
円
の
二
・
二
倍
、
印
旛
日

三



本
医
大
ま
で
は
三
二
・
三
ｋ
ｍ
で
八
二
〇
円
と
本
線
運
賃
四
七
〇
円
の
一
・
七
倍
と
異
常
に
高
い
が
、
成
田
新
高
速

線
区
間
の
成
田
空
港
ま
で
五
一
・
四
ｋ
ｍ
は
九
五
〇
円
で
本
線
運
賃
七
〇
〇
円
の
一
・
三
倍
で
あ
る
。
運
賃
上
昇
を

見
る
と
北
総
線
区
間
の
新
鎌
ヶ
谷
〜
印
旛
日
本
医
大
一
九
・
六
ｋ
ｍ
で
二
五
〇
円
と
急
上
昇
で
あ
る
の
に
対
し
、
成

田
新
高
速
線
区
間
の
印
旛
日
本
医
大
〜
成
田
空
港
一
九
・
一
ｋ
ｍ
で
一
三
〇
円
と
い
う
ゆ
る
や
か
な
上
昇
で
あ
る
。

�

公
聴
会
で
は
、
「
近
距
離
激
高
の
異
常
な
運
賃
体
系
だ
」
「
空
港
利
用
者
に
比
べ
、
都
心
へ
の
通
勤
や
近
辺
へ
の
通

学
が
圧
倒
的
に
多
い
沿
線
利
用
者
に
大
き
い
負
担
を
強
い
る
不
当
な
差
別
運
賃
設
定
だ
」
と
、
多
く
の
公
述
人
か
ら
繰

り
返
し
指
摘
さ
れ
た
。
近
距
離
区
間
の
み
極
端
に
高
い
空
港
線
の
運
賃
設
定
は
、
不
公
正
・
不
合
理
で
な
い
か
。

�

運
輸
審
議
会
は
、
空
港
線
の
運
賃
制
度
に
つ
い
て
「
鉄
道
事
業
法
上
、
鉄
道
事
業
者
が
適
正
な
総
括
原
価
の
範
囲
内

で
運
賃
を
設
定
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
」
た
め
「
問
題
が
な
い
」
と
答
申
し
た
。
事
業
者
本
位
の
運
賃
設
定
を

改
め
、
利
用
者
に
と
っ
て
適
正
で
合
理
的
な
運
賃
設
定
と
な
る
よ
う
、
鉄
道
事
業
法
の
認
可
基
準
を
見
直
す
べ
き
で
な

い
か
。

（
�
）

不
公
正
な
線
路
使
用
料
契
約
に
つ
い
て

�

京
成
電
鉄
は
、
北
総
線
区
間
の
線
路
を
所
有
す
る
北
総
鉄
道
な
ら
び
に
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
株
式
会
社
（
以

四



下
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
）
に
線
路
使
用
料
を
支
払
う
契
約
を
結
び
、
国
土
交
通
大
臣
は
こ
の
線
路
使
用
条
件
を

認
可
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
、
線
路
使
用
料
を
支
払
う
と
言
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
北
総
鉄
道
か
ら
横
取
り
し

た
運
賃
収
入
を
「
線
路
使
用
料
」
の
名
目
で
戻
す
に
過
ぎ
な
い
。
実
質
的
な
線
路
使
用
料
の
支
払
い
は
な
く
、
全
く
の

ご
ま
か
し
で
あ
る
。

成
田
新
高
速
線
開
業
に
よ
り
、
北
総
鉄
道
は
、
同
一
線
路
上
を
運
行
す
る
京
成
電
鉄
に
運
賃
収
入
を
奪
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
北
総
鉄
道
の
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
京
成
電
鉄
は
、
資
本
コ
ス
ト
を
基
準
に
算

定
し
た
線
路
使
用
料
を
支
払
う
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
北
総
鉄
道
か
ら
京
成
電
鉄
へ
の
乗
り
替
わ
り
に
よ
る
北
総

鉄
道
の
減
収
額
が
資
本
コ
ス
ト
分
を
上
回
っ
た
場
合
に
は
減
収
額
を
上
限
と
し
て
線
路
使
用
料
を
支
払
う
と
説
明
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
、
京
成
電
鉄
が
横
取
り
し
た
運
賃
収
入
分
を
「
線
路
使
用
料
」
と
し
て
戻
す
だ
け
で
、
北

総
鉄
道
の
収
入
増
は
な
い
。
京
成
電
鉄
は
北
総
線
の
線
路
上
を
実
質
「
た
だ
乗
り
」
す
る
こ
と
に
な
る
。

他
社
が
所
有
す
る
線
路
を
利
用
し
て
運
行
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
京
成
電
鉄
が
、
実
質
上
、
線
路
使
用
料
を
支
払

わ
な
い
の
は
不
適
正
で
な
い
か
。

�

北
総
鉄
道
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
両
社
は
、
資
本
的
に
も
人
的
に
も
、
親
会
社
で
あ
る
京
成
電
鉄
に
実
質
上
支

五



配
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
は
京
成
電
鉄
の
一
〇
〇
％
子
会
社
で
あ
り
、
北
総
鉄
道
は
京
成
電
鉄
が
五

〇
％
の
株
式
を
所
有
す
る
連
結
決
算
会
社
で
あ
る
。
両
社
の
代
表
取
締
役
及
び
役
員
の
大
多
数
が
京
成
電
鉄
の
役
員
の

兼
任
で
あ
る
。
公
聴
会
に
お
い
て
も
、
運
輸
審
議
会
委
員
か
ら
「
今
回
の
場
合
京
成
と
そ
の
子
会
社
で
独
立
し
た
二
社

で
は
な
い
」
と
疑
念
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
北
総
鉄
道
と
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
が
、
親
会
社
で
あ
る
京
成
電
鉄
と
の

間
で
対
等
な
線
路
使
用
料
契
約
を
結
ぶ
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

�

適
正
な
鉄
道
事
業
運
営
を
確
保
す
る
立
場
か
ら
、
国
の
線
路
使
用
条
件
認
可
を
見
直
す
べ
き
で
な
い
か
。

（
�
）

京
成
電
鉄
の
負
担
に
よ
る
運
賃
値
下
げ
に
つ
い
て

�

不
公
正
な
線
路
使
用
料
契
約
を
た
だ
し
、
京
成
電
鉄
が
北
総
鉄
道
に
適
正
な
線
路
使
用
料
を
支
払
え
ば
、
北
総
線
の

高
運
賃
を
値
下
げ
で
き
る
の
で
な
い
か
。

�

国
土
交
通
省
は
、
昨
年
一
一
月
、
京
成
電
鉄
の
意
向
を
踏
ま
え
、
沿
線
自
治
体
と
北
総
鉄
道
の
負
担
に
よ
る
「
四
・

六
％
値
下
げ
」
あ
っ
せ
ん
案
を
関
係
首
長
に
示
し
強
引
に
受
諾
さ
せ
た
。
沿
線
住
民
悲
願
の
大
幅
値
下
げ
の
道
を
閉
ざ

し
、
逆
に
北
総
線
の
高
運
賃
を
固
定
化
さ
せ
る
不
公
正
な
あ
っ
せ
ん
案
を
提
示
し
た
国
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。
な
ぜ

京
成
電
鉄
に
負
担
を
求
め
な
か
っ
た
の
か
。

六



�

自
治
体
と
北
総
鉄
道
の
負
担
に
よ
る
、
わ
ず
か
四
・
六
％
の
値
下
げ
で
は
、
沿
線
住
民
に
と
っ
て
到
底
納
得
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
沿
線
自
治
体
で
あ
る
白
井
市
議
会
で
は
、
「
北
総
線
の
高
運
賃
問
題
の
解
決
を
遠
ざ
け
る
」
と
再
度

に
わ
た
り
補
助
金
支
出
を
否
決
し
て
い
る
。
国
は
、
利
用
者
利
益
を
保
護
す
る
立
場
か
ら
、
北
総
鉄
道
の
運
賃
を
主
要

民
間
鉄
道
の
水
準
並
み
に
下
げ
る
よ
う
親
会
社
で
あ
る
京
成
電
鉄
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
な
い
か
。

�

空
港
線
の
収
支
に
関
す
る
疑
問
に
つ
い
て

運
輸
審
議
会
公
聴
会
で
は
、
運
賃
認
可
の
前
提
と
な
る
空
港
線
の
収
支
予
測
に
つ
い
て
、
「
収
入
を
少
な
く
見
積
も
り
、

運
賃
を
高
く
設
定
し
て
い
る
の
で
な
い
か
」
と
の
公
述
人
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
政
府
は
、
収
支
予
測
の
根
拠
と
な
る
十
分
な

デ
ー
タ
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
の
疑
問
に
答
え
る
べ
き
で
あ
る
。

�

「
空
港
線
の
需
要
見
込
み
が
過
小
で
あ
る
」
と
の
指
摘
に
対
し
、
審
議
会
と
し
て
検
証
し
た
の
か
。
検
証
し
た
の
で
あ

れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

収
支
予
測
で
は
、
上
野
・
押
上
〜
高
砂
間
の
収
入
が
除
外
さ
れ
て
い
る
。
上
野
・
押
上
か
ら
成
田
空
港
ま
で
一
体
的
に

運
行
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
一
部
区
間
に
限
定
し
て
収
支
予
測
を
す
る
の
か
。
上
野
・
押
上
〜
高
砂
間
を
含
む
成

田
新
高
速
線
の
全
体
収
支
を
開
示
す
べ
き
で
な
い
か
。

七



�

透
明
で
公
平
な
運
賃
決
定
の
あ
り
方
に
つ
い
て

空
港
線
の
運
賃
認
可
申
請
に
関
す
る
運
輸
審
議
会
公
聴
会
で
、
公
述
人
か
ら
様
々
な
疑
問
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。
し
か

し
、
非
公
開
の
運
輸
審
議
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
疑
問
や
意
見
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
判
断
さ

れ
た
の
か
、
全
く
不
明
な
ま
ま
、
答
申
・
認
可
が
決
定
さ
れ
た
。

運
輸
審
議
会
は
情
報
公
開
法
に
基
づ
く
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
答
申
・
認
可
後
に
議
事
録
概
要
と
説
明
資
料
を
開
示
し
て

い
る
が
、
議
事
録
全
文
は
公
開
せ
ず
、
資
料
も
肝
心
な
数
字
が
殆
ど
黒
塗
り
で
あ
る
。

�

透
明
・
公
平
に
運
賃
を
決
定
す
る
た
め
、
運
輸
審
議
会
の
審
議
を
原
則
公
開
と
し
、
議
事
録
全
文
と
資
料
を
原
則
全
面

公
開
す
べ
き
で
な
い
か
。

�

運
賃
決
定
に
あ
た
り
利
用
者
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
運
輸
審
議
会
の
委
員
構
成
や
審
議
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見

直
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

�

今
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
消
費
者
基
本
計
画
に
、
「
各
省
庁
所
管
の
公
共
料
金
に
つ
い
て
、
消
費
者
庁
・
消
費
者

委
員
会
の
関
与
の
在
り
方
や
仕
組
み
の
見
直
し
な
ど
の
検
討
を
行
う
」
旨
の
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
国
民
生
活
に

重
大
な
影
響
の
あ
る
鉄
道
運
賃
の
認
可
や
変
更
に
つ
い
て
、
消
費
者
庁
・
消
費
者
委
員
会
が
関
与
し
、
鉄
道
利
用
者
の
声

八



を
反
映
す
る
仕
組
み
を
速
や
か
に
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。

右
質
問
す
る
。

九


